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本書について 今後の展望

l 調査目的

私達は、 発達障害児のヘアカットについて、 理美容師の皆さん、 理美容師を目指す専門学校

の皆さん、 理美容室経営者の皆さんを対象とした調査を行いました。

●2018年に実 施した「ヘアカットをしてもらう側」の発達障害の 当事者・ 保護者を対象とした全国調査

（回答数373件）で、 理美容室でのヘアカットについて「現在困っている」または「過去に困ったことが

ある」という回答が86％を占めています。

●いっぽう、 今回の調査では「ヘアカットする側」を対象としています。 理美容師として働く皆さん や経営

者の皆さんがどのような認識を持っておられるかを明らかにすること を目指しました。

●あわせて、理美容師を目指す学生の皆さん にもご協力 をいただき、「発達障害当事者・保護者以外のコミュ

ニティ全体」の認識についても調べました。

l 調査方法

・理美容師向けアンケー ト（有効回答数114件）

・専門学校生向けアンケー ト（有効回答数121件）

・理美容室経営者へのヒアリング調査(10件）

l 調査でわかったこと（ポイント）

くアンケー トまとめ（理美容師、 専門学校生）＞

●「発達障害」という言葉の認知度は比較的高かった。 しかし、 発達障害の人達に出会う機会、 学ぶ機会、

情報を得る機会が少なく、 関心度も高いとはいえない。

●学校で学ぶ機会は なく、 ふだん発達障害の人達 を支援している福祉・教育関係者から情報を聞く機

会もほと んどない。

●ヘアカットを始めるにあたり障壁と なることは、「コミュニケーションが難しい」「ヘアカット以前に、 発達

障害のある子どもへの接し方がわからないJ「 技術の習得に必要なトレー ニング、 研修を受ける機会がな

い」の 3つが上位を占めた。

●ヘアカットする機会があったり、 研修機会が持てれば、「積極的に取り組みたい」という意見が6割程度

あった。

く経営者ヒアリングまとめ＞

●理美容師には「誰でもお客様」だというプロ意識の裔さがある。

●一方、「発達障害」の特性や対応方法がわからないという声が少なくない。 特に「ヘアカットの時間が

かかりすぎるのでは」など営 業面での不安の声が多い。

●理美容師養成課程に発達障害を含む障害者への対応を義務づけること については、 賛成の声もあるが、

「国家資格を取得してからこそ、（あらゆるお客様に対応できるだけの）更に専門性を磨くべき」と の 意

見も強い。

今回の調査では、 理美容師の皆さんが発達障害の知識を得る機会がないこと、 発達障害児へのヘアカットにつ

いて学ぶ機会がないことが大きな障壁になっていることが確かめられました。 ハサミで傷つけないか、 コミュニ

ケーションが心配、 経営 上の影響など、 理美容師側も多くの不安を抱えています。 これらの課題に応えるため、

これからも「スマイルカット」の普及啓発に取り組みます。

そして、 今後の展望として、 次の3点を一緒に考えていきたいと思います。

①理美容師養成課程においても、発達障害への理解を深め、ヘアカット技術を学べる工夫

②理美容師国家試験取得後も、発達障害の子ども達と出会い、経験者から学べる機会を増やす

③理美容室から広がる発達障害への理解と共生社会の実現を目指す

私達は、 発達障害に理解ある理美容師の皆様と共に、 「多様な誰もがお互いに優しくな れるコミュニティづくり」

の実現を目指しています。

゜0発達障害の基礎的理解

◎スマイルカットの概要および技術に関すること

®発達障害当事者の立場から期待すること

リ ーフレットに興味

だいた皆様には、是

画コンテンツをご覧く

調査主体

l 特定非営利活動法人

l 社会福祉法人

そらいろプロジェクト京都

そらいろプロジェクト京都（そらプロ）は、 ヘアカットを通じて、 高齢者や障害のある了ども達、 みん な の

笑顔のために活動しています。

「髪を切る」そんな当たり前に感じられる行為が、 中々思うようにできない人達が世の中にはたくさん存在し

ます。 高齢者や障害者、 小さな 子ども達。 理美容室に行きにくい人達、 また理美容室がそのような 人達を

受け入れにくい今の社会や 業界を変えていくために、 美容の面からバリアフリー社会を作っていきたい。

そのような社会の実現を願って、「そらプロ」は直接支援 や啓発活動を行っています。

南山城学園 （理事長：磯彰格）

（代表：赤松隆滋）

1965年に知的障害者のための入所施設として 京都で創業。 現在 は 京都府・大阪府において、 障害者・

高齢者・こども ・就労困難 者など、 多様な福祉ニーズに対応する事業所を運営すると ともに、 幅広く「地

域共生社会」の実現を目指す活動をしています。 施設を利用される障害者のヘアカットを通じて、 そらい

ろプロジェクト京都と連携し、 2018年には「発達障害者向け理美容技術プログラム」を策定し、 京都か

ら全国への普及啓発に協力しています。

本報告書は、2020年度トヨタ財団助成金「しらべる助成」により作成しました

ヘアカッ トが

手な子とも違の
←とをご存じですか？
一

～ まちの理美容師さんへ ～
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